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し
た
い
。
財
政
指
標
の
数
値
改
善

に
努
め
た
い
。
保
健
・
福
祉
・
医

療
・
教
育
等
も
推
進
し
た
い
。
選

挙
公
約
に
そ
れ
ぞ
れ
柱
を
持
っ
た

予
算
編
成
に
努
め
た
い
。
予
算
査

定
に
は
時
間
を
か
け
た
い
。
人
材

育
成
に
取
り
組
む
。

詳
細
な
予
算
編
成
方
針
は

①
経
費
の
徹
底
し
た
節
減
合
理

化
を
推
進
し
、
諸
計
画
に
沿
っ
て

進
め
る
。
②
経
常
経
費
は
、
節
減

に
最
大
限
努
力
す
る
。
③
投
資
的

経
費
は
、
効
果
的
に
寄
与
し
、
実

施
可
能
な
事
業
に
限
定
す
る
。
④

単
独
事
業
は
、
実
施
計
画
の
内
示

に
基
づ
く
事
業
以
下
と
す
る
。
の

四
項
目
が
基
本
方
針
だ
。
税
収
は
、

十
九
年
度
と
同
程
度
が
見
込
め

る
。
地
方
交
付
税
は
、
実
績
並
が

見
込
め
る
。
起
債
は
、
防
災
行
政

無
線
設
備
更
新
事
業
を
予
定
し
て

い
る
。
職
員
に
対
す
る
財
政
状
況

周
知
は
、
今
後
考
え
た
い
。
科
目

の
担
当
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い

が
、
担
当
者
間
の
緊
密
な
連
絡
を

取
る
。

▲平成19年度予算書

答 問 

平成19年度は、議会運営委員会が、７月に
長野県千曲市、須坂市へ本会議での一般質問
の一問一答方式を視察し、現在、当委員会で、
導入について検討がされています。
常任委員会では、第１常任委員会が、10月

に兵庫県芦屋市、淡路市を訪問し、市立芦屋
病院の経営改革、淡路市の災害対策への取り
組みや災害時の経験など、貴重な意見を聞い
てまいりました。第２常任委員会は、11月に、
愛媛県今治市、広島県尾道市を訪れ、体験型
観光施策と教育問題（子育て、人間力育成）
について、研修をしてまいりました。
また、特別委員会では、１月に「まちづく

り」が、千葉県我孫子市、東京都武蔵野市を
訪れ、団塊世代の方との協働による地域コミ
ュニティー促進やまちづくりなど、今後、本
市でも課題となることについて研修をしてま
いりました。「行財政改革」では、大阪府茨木市、
兵庫県宝塚市を訪れ、予算編成での総額枠方
式のメリット、デメリットをお聞きし、宝塚
市では、総合窓口ワンストップサービスの現
状と課題について詳しくお聞きしてまいりま
した。１月の視察報告は、次号で行います。
行政視察は、現在、本市が抱える問題に対

し、先進事例を学び、本市の施策に生かせる
よう働きかけ、実現をしていくためのもので
す。そのためにも、今後、委員会での議論を
掘り下げ、有益な視察となるよう努めてまい
ります。

視
察
期
間

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
月
三

十
日
ま
で

視
察
先
と
視
察
事
項

兵
庫
県
芦
屋
市

市
立
芦
屋
病
院
開
設
診
療
所
制
度
に
つ

い
て

兵
庫
県
淡
路
市

災
害
対
策
に
つ
い
て

視
察
概
要

今
回
私
た
ち
第
一
常
任
委
員
会
は
、
多
く

の
自
治
体
病
院
が
抱
え
て
い
る
問
題
、
医
師

不
足
に
よ
る
診
療
科
目
の
廃
止
、
診
療
報
酬

の
改
定
の
影
響
に
よ
る
経
営
不
振
等
多
く
の

病
院
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
新
し
い
事
業
展
開

を
な
さ
れ
て
い
る
市
立
芦
屋
病
院
を
視
察
地

と
し
て
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

芦
屋
市
の
概
要
は
西
に
神
戸
市
、
東
に
西

宮
市
と
東
西
大
き
な
市
に
挟
ま
れ
た
南
北
に

長
い
地
形
で
、
南
は
瀬
戸
内
海
、
北
は
六
甲

山
に
面
し
大
都
市
近
郊
住
宅
地
と
し
て
日
本

有
数
の
高
級
住
宅
街
が
あ
り
、
就
職
人
口
の

約
65
％
が
大
阪
市
と
隣
接
す
る
神
戸
市
・
西

宮
市
に
通
勤
さ
れ
て
い
る
街
で
す
。

市
立
芦
屋
病
院
が
経
営
効
率
の
向
上
を
図

る
対
策
と
し
て
、
一
部
の
診
療
科
に
つ
い
て

19年度行政視察について

行政視察報告行政視察報告
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市議会の会議録が
検索できます。
（本会議中は、会議の生中継が

ご覧いただけます。）

ホームページアドレス／http://gkanri.city.toki.lg.jp/discuss/
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公
立
病
院
か
ら
運
営
を
独
立
さ
せ
、
開
業
医

に
よ
る
一
般
診
療
所
の
利
点
を
活
か
し
た
運

営
を
行
う
た
め
、
平
成
十
八
年
五
月
よ
り

「
泌
尿
器
科
」「
歯
科
口
腔
外
科
」
を
院
内
開

設
診
療
所
と
し
て
、
入
院
が
必
要
な
患
者
に

は
市
立
芦
屋
病
院
に
入
院
し
て
い
た
だ
き
、

院
内
開
設
診
療
所
医
師
が
応
援
医
師
と
し
て

協
同
で
治
療
を
行
う
と
い
う
新
し
い
事
業
展

開
を
さ
れ
好
評
を
得
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。市

立
芦
屋
病
院
が
新
し
い
事
業
を
な
さ
れ

た
の
は
、
土
岐
市
立
総
合
病
院
と
同
じ
よ
う

に
、
医
師
が
開
業
等
に
よ
り
診
療
科
目
の
減

少
と
病
院
の
経
営
状
況
が
思
わ
し
く
な
く
、

平
成
十
六
年
に
「
今
後
の
市
立
芦
屋
病
院
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
不

採
算
診
療
科
の
縮
小
・
廃
止
案
の
中
か
ら
意

見
を
集
約
さ
れ
生
ま
れ
ま
し
た
。
院
内
開
設

診
療
所
の
現
況
は
、
市
立
芦
屋
病
院
の
泌
尿

器
科
が
一
年
の
間
不
在
で
あ
っ
た
た
め
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
苦
労
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
順
調
に
経
営
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
お
聞

き
し
ま
し
た
。

芦
屋
病
院
院
内
開
業
の
取
り
組
み
と
、
経

過
に
つ
き
ま
し
て
貴
重
な
資
料
、
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
検
討
し
な
が
ら
土
岐

市
立
総
合
病
院
の
今
後
に
役
立
て
た
い
と
思

い
ま
す
。

二
日
目
は
、
兵
庫
県
の
淡
路
市
に
て
災
害

対
策
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
淡
路
市
を
視
察
地
と
し
て
決
め
た
の

は
、
東
海
沖
地
震
が
近
々
に
起
き
得
る
で
あ

ろ
う
と
さ
さ
や
か
れ
る
現
在
、
土
岐
市
に
お

い
て
災
害
の
有
事
に
対
し
行
政
と
し
て
、
ど

の
様
な
対
策
を
し
た
ら
良
い
の
か
と
の
考
え

か
ら
、
平
成
七
年
一
月
十
七
日
未
明
、
戦
後

最
大
と
い
わ
れ
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」

の
震
度
七
の
直
下
型
大
地
震
の
震
源
地
で
あ

る
、
淡
路
市
北
淡
町
の
震
災
地
の
状
況
と
、

そ
の
日
の
う
ち
に
行
方
不
明
者
が
ほ
と
ん
ど

い
な
い
と
い
う
震
災
後
の
対
応
が
非
常
に
速

や
か
で
あ
っ
た
事
か
ら
お
願
い
を
い
た
し
ま

し
た
。

淡
路
市
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
、
平

成
の
大
合
併
に
よ
り
、
旧
津
名
郡
五
町
に
よ

り
誕
生
し
た
新
し
い
市
で
す
。

当
日
朝
九
時
よ
り
、
淡
路
市
役
所
に
て
門

市
長
よ
り
、
震
災
当
時
兵
庫
県
庁
の
要
職
に

つ
い
て
お
ら
れ
た
時
の
体
験
を
も
と
に
、
当

時
の
県
庁
職
員
の
対
応
、
知
事
の
対
応
、
国

の
要
人
の
対
応
等
、
経
験
を
し
な
け
れ
ば
判

ら
な
い
事
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

災
害
発
生
直
後
は
、
水
の
確
保
、
被
災
者

の
安
全
確
保
、
状
況
把
握
、
職
員
の
動
員
、

そ
の
後
の
流
言
・
風
評
の
対
応
、
マ
ス
コ
ミ

対
応
等
。
そ
の
対
策
と
し
て
経
験
者
を
含
め

た
組
織
つ
く
り
、
想
定
外
の
有
事
に
備
え
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
、
そ
し
て
訓
練
を
す
る
事

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
当
た
り
前
の
事
を

当
た
り
前
の
よ
う
に
す
る
事
を
日
頃
よ
り
心

が
け
る
事
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

次
に
淡
路
市
市
民
生
活
部
市
民
課
の
消
防

防
災
係
の
担
当
者
と
消
防
本
部
の
担
当
者
よ

り
震
災
当
時
の
説
明
を
当
時
の
映
像
を
見
な

が
ら
お
聞
き
ま
し
た
。
淡
路
市
の
消
防
団
員

は
、
土
岐
市
の
約
４
倍
の
１
、
８
９
６
人
み

え
ま
す
。
消
防
団
員
が
淡
路
市
は
、
市
民
27

人
に
一
人
で
す
が
、
土
岐
市
は
１
３
２
人
に

一
人
の
割
合
と
な
り
、
大
規
模
災
害
の
有
事

の
際
に
は
、
土
岐
市
中
が
災
害
に
あ
っ
た
場

合
の
事
を
考
え
る
と
非
常
に
心
配
に
な
り
ま

す
。
そ
の
為
に
も
有
事
の
際
に
は
、
市
民
の

地
域
防
災
の
整
備
を
図
る
事
を
早
急
に
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
当
日
北
淡
町
の
行
方
不
明
者

が
０
で
あ
っ
た
事
も
、
消
防
団
員
の
充
実
が

あ
り
、
又
被
災
者
家
族
の
人
数
と
寝
て
お
ら

れ
る
部
屋
ま
で
知
っ
て
お
ら
れ
る
、
日
頃
よ

り
の
地
域
交
流
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
行
政
と
し
て
災
害
の
有
事

に
対
し
て
の
対
策
は
、
早
急
な
災
害
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
訓
練
地
域
防
災
活
動
の

促
進
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
防
災
マ
ッ
プ
等
資
料
を
淡
路
市
担
当
者

よ
り
頂
い
て
き
ま
し
た
の
で
土
岐
市
の
担
当

者
に
届
け
て
お
き
今
後
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
お
き
ま
し
た
。

▲芦屋市役所にて

▲北淡町震災記念館にて
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視
察
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
七
日
か
ら
十
一
月
八

日
ま
で

視
察
先
と
視
察
事
項

愛
媛
県
今
治
市

今
治
市
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ツ
ア
ー

Ｐ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て

広
島
県
尾
道
市

尾
道
教
育
さ
く
ら
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

視
察
概
要

今
治
市
、
人
口
十
七
万
五
千
人
、
面
積
四

百
十
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
愛
媛
県
の
北

東
部
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
今
治
城
と
城
下

町
を
築
い
て
発
達
し
て
き
た
町
で
あ
り
、
平

成
十
七
年
一
月
に
十
一
か
町
村
の
合
併
に
よ

っ
て
「
し
ま
な
み
海
道
」
の
七
島
を
含
む
県

下
第
二
の
都
市
と
変
わ
り
ま
し
た
。現
在
は
、

観
光
都
市
、
造
船
都
市
と
し
て
も
、
中
国
、

四
国
地
方
の
交
流
拠
点
と
し
て
将
来
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
今
治
市
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ツ
ア
ー

Ｐ
Ｒ
事
業
」
は
、
平
成
十
二
年
六
月
に
「
し

ま
な
み
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
」
を
設
立
し
活
動
を
開
始
し
、
現
在
は
、

七
島
二
市
町
（
今
治
市
・
上
島
町
）
で
六
十

九
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
、
島
嶼
部
の
農

山
漁
村
体
験
の
受
け
入
れ
が
進
め
ら
れ
、
修

学
旅
行
や
グ
ル
ー
プ
旅
行
な
ど
を
中
心
に
年

間
約
九
千
五
百
人
（
平
成
十
七
年
度
実
績
）

を
受
け
入
れ
、
平
成
十
八
年
四
月
に
は
、
体

験
学
習
か
ら
発
展
し
た「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」

二
軒
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
活
発
な
活
動
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
中
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
有
効
な
観
光
資
源
と
な
り
う
る
も
の
と
し

て
宣
伝
（
行
政
、
テ
レ
ビ
局
、
旅
行
会
社
の

三
団
体
）
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
治
市

の
知
名
度
向
上
と
観
光
客
の
誘
客
を
図
る
手

法
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

総
事
業
費
は
、
五
百
九
十
万
円
（
今
治
市

五
百
万
円
《
県
負
担
三
分
の
一
》
、
テ
レ
ビ

会
社
・
旅
行
会
社
九
十
万
円
）、
単
年
度
事

業
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

広
告
媒
体
と
し
た
こ
と
や
Ｃ
Ｍ
本
数
も
三
百

本
以
上
の
放
送
を
し
た
こ
と
に
よ
り
多
く
の

反
響
と
受
け
入
れ
態
勢
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

土
岐
市
も
今
あ
る
観
光
資
源
を
十
分
検
討

し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
と
と
も
に
産
業
観
光
充
実
の

参
考
と
し
た
い
。

尾
道
市
は
、
平
成
十
八
年
一
月
十
日
、
二

市
三
町
が
合
併
し
、
人
口
約
十
五
万
二
千
人

と
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
し
た
歴
史
・
史
跡
・

文
化
の
市
で
す
。

今
回
、
視
察
目
的
「
尾
道
教
育
さ
く
ら
プ

ラ
ン
」
の
基
は
、
平
成
十
年
五
月
、
文
部
省

よ
り
是
正
指
導
を
受
け
、
大
き
な
改
革
を
目

指
し
て
の
事
業
で
し
た
。

第
一
期
は
、
基
盤
作
り
（
平
成
十
年
か
ら

十
三
年
）、
第
二
期
は
教
育
内
容
づ
く
り

（
平
成
十
四
年
か
ら
十
六
年
）
そ
し
て
、
第

三
期
、
新
し
い
学
校
文
化
づ
く
り
「
尾
道
教

育
さ
く
ら
プ
ラ
ン
」（
平
成
十
七
年
か
ら
十

九
年
）
を
実
施
、
学
校
教
育
と
生
涯
学
習
と

の
二
本
立
て
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

学
校
教
育
で
は
、「
新
し
い
学
校
文
化
の

創
造
」
＊
中
学
校
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
＊
尾
道
こ
と
ば
の
力
発
表
会
＊
お
の
み
ち

「
立
志
式
」
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
重

点
目
標
に
教
師
の
「
人
間
力
」
の
向
上
に
対

す
る
取
組
な
ど
、
尾
道
市
か
ら
新
し
い
教
育

の
風
を
全
国
に
発
信
し
よ
う
と
意
欲
的
に
取

組
ん
で
お
ら
れ
る
感
が
伺
え
ま
し
た
。

特
に
、
今
後
の
英
語
力
の
拡
大
に
あ
た
り

＊
小
学
校
六
年
生
と
中
学
校
二
年
生
に
よ
る

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
や
武
士
社
会
に

お
い
て
男
子
が
数
え
年
の
十
五
歳
で
元
服
式

を
行
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
自
立
を
志
す
行

事
と
し
て
＊
お
の
み
ち
立
志
式
の
事
業
に
は

感
動
し
、
本
市
の
学
校
教
育
に
活
か
せ
た
ら

と
思
う
視
察
で
し
た
。

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

▲今治市役所にて

▲尾道市役所にて


